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横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

よ
こ
は
ま
動
物
園

ズ
ー
ラ
シ
ア
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日
限
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称
名
寺

證
菩
提
寺

最
戸餅
井
坂

駒
林

東
漸
寺

帷
子

常
楽
寺

泉
十
三
塚

泉
十
三
塚

４

日
向
十
三
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日
向
十
三
塚

４
３
勝
田
十
三
坊
塚

勝
田
十
三
坊
塚

１
B5
遺
跡

B5
遺
跡

２
新
吉
田
十
三
塚
遺
跡

新
吉
田
十
三
塚
遺
跡 ５
北
寺
尾
十
三
塚

北
寺
尾
十
三
塚

６
菅
田
十
三
塚

菅
田
十
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塚

８
笹
山
十
三
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笹
山
十
三
塚

９
二
俣
川
十
三
塚

二
俣
川
十
三
塚

1010
帷
子
十
三
塚

帷
子
十
三
塚

1212
境
木
町
十
三
本
塚

境
木
町
十
三
本
塚

1414
坂
口
十
三
塚

坂
口
十
三
塚

1313
上
大
岡
十
三
坊
塚

上
大
岡
十
三
坊
塚

1515
田
谷
十
三
塚

田
谷
十
三
塚

1111
今
井
十
三
本
塚

今
井
十
三
本
塚

７
羽
沢
十
三
塚

羽
沢
十
三
塚

※
こ
の
地
図
は
カ
シ
ミ
ー
ル
ス
ー
パ
ー
地
形

　
　
を
元
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
城
郭
は『
日
本
城
郭
体
系
6』
記
載
の
横
浜

　
　
市
内
の
も
の
を
中
心
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
街
道
に
つ
い
て
は
阿
部
正
道
  1
98
6 

　
　「
横
浜
市
内
の
鎌
倉
街
道
」『
市
民
グ
ラ

　
　
フ
ヨ
コ
ハ
マ
』№
55
  に
従
い
ま
し
た
。

十
三
塚

十
三
塚





6
7

十
三
仏
信
仰
っ
て
な
に
？

十
三
塚
あ
る
あ
る

十
三
塚
の
名
称

　
十
三
塚
の
名
称
に
つ
い
て
は
現

地
で
の
呼
び
名
及
び
文
献
上
で
も

ト
ミ
ヅ
カ
、十
三
仏
、十
三
森
、十
三

壇
、十
三
盛
、十
三
人
塚
、十
三
人

首
塚
な
ど
様
々
な
呼
称
が
各
地
で

み
ら
れ
ま
す
。

　
横
浜
市
内
で
は
、十
三
本
塚
や

十
三
坊
塚
等
の
名
称
が『
新
編
武

蔵
国
風
土
記
』に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

十
三
塚
の
伝
説
・
伝
承

不
動
明
王
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三
七
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四
七
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五
七
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七
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七
七
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ヶ
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一
年

三
年

七
年

十
三
年

三
十
三
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十
三
塚
築
造
の
伝
説
・
伝
承
で
最

も
多
い
の
が
戦
死
者
を
葬
る・
供
養

す
る
も
の
と
い
っ
た
も
の
で
す
。こ
の

戦
死
者
は
戦
死
し
た
武
将
、1
3人
の

武
将
、主
者
1人
と
家
来
12
人
な
ど

の
例
が
多
く
、時
代
は
戦
国
時
代
と

い
う
も
の
が
大
半
で
す
。

　
横
浜
市
内
で
2例
伝
わ
る
伝
承
は

と
も
に
鎌
倉
時
代
の
落
武
者
の
た
め

の
十
三
塚
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今 も 残 る

平 尾 ⼗ 三 塚

東
京
都
教
育
委
員
会
所
蔵

平
尾
十
三
塚（
東
京
都
稲
城
市
）

平
尾
十
三
塚（
現
在
　
20
20
.0
9撮
影
）

釈
迦

如
来

⽂
殊

菩
薩

　
十
三
仏
は
初
七
日
か
ら
三
十
三
回

忌
ま
で
の
合
わ
せ
て
十
三
回
の
法
要

の
守
護
仏
で
、故
人
は
十
三
の
仏
様

に
守
ら
れ
て
極
楽
浄
土
に
導
か
れ
成

仏
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
故
人
は
七
日
ご
と
に
、生
前
の
行
い

に
対
し
て
閻
魔
大
王
を
含
む
十
王
か

ら
審
議
を
受
け
る
と
さ
れ
て
お
り（
十

王
審
判
）、
故
人
が
極
楽
浄
土
に
行
け

る
よ
う
に
、家
族
が
こ
の
裁
き
を
受
け

る
七
日
ご
と
に
故
人
に
善
を
送
る（
追

善
）法
要
を
営
み
ま
す
。

　
十
三
仏
と
は
、死
者

の
追
善
法
事
の
際
に
そ
の
年

忌
に
配
当
さ
れ
た
十
三
の
仏

菩
薩
を
信
仰
す
る
も
の
で
す
。

　
　
仏
壇
の
掛
け
軸
や
念
仏
、

野
辺
送
り
で
の
十
三
仏
念
仏
な
ど
が
全
国

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
成
立
は
中
世
に
一
般
化
さ
れ
、貴

族
社
会
で
は
平
安
時
代
に
は
十
三
年
忌

を
営
ん
だ
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
よ

り
早
く
に
成
立
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

十
三
塚
の「
13
」は

十
三
仏
と
関
係
が
あ
る

か
も
っ
て
い
う
け
れ
ど
、

十
三
仏
っ
て
そ
も
そ
も

何
？

※
田
谷
の
十
三
塚
は
私
有
地
に
あ
り
ま
す
。無
断
で
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

田
谷
の
十
三
塚
を
取
材
す
る
に
あ
た
り
、栄
地
域
史
研
究
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
野
辺
送
り
…
葬
儀
後
、遺
族
や
参
列
者
が
葬
列
を
組
み
、死
者
を
火
葬
場
や
埋
葬
地
ま
で
送
っ
て
い
く
こ
と

※

・
・

　
築
造
理
由
な
ど
を
は
じ
め
、不
明
な
こ

と
が
多
い
十
三
塚
で
す
が
、名
称
や
伝

説
、ま
た
立
地
な
ど
の
共
通
す
る
点
が
多

い
こ
と
も
事
実
で
す
。特
に
伝
説
・
伝
承

に
つ
い
て
は
似
た
よ
う
な
物
語
を
持
つ
も

の
が
多
く
、特
色
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
東
京
都
稲
城
市
平
尾
と
神
奈
川
県
川
崎
市
麻
生
区
五
力
田
の
境
界
付
近
に
平
尾

十
三
塚
が
現
存
し
ま
す
。現
存
す
る
十
三
塚
が
少
な
い
中
で
貴
重
な
例
で
す
。こ
の
十

三
塚
は
稲
城
市
と
川
崎
市
の
境
界
線
上
の
低
い
尾
根
に
東
西
方
向
に
一
直
線
に
並

ん
で
築
か
れ
て
い
ま
す
。中
央
の
塚（
7号
塚
）が
他
の
塚
に
比
べ
て
大
き
い
形
状
を
と

り
、昭
和
34
年
と
43
年
に
東
京
都
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
尾
十
三
塚
の
性
格
や
築
造
時
期
に
つ
い
て
、古
文
書
に
平
尾
村
と
片
平
・
古
沢

村
と
の
間
で
起
き
た
入
会
地
を
め
ぐ
る
争
論
の
中
で
、十
三
塚
と
近
接
す
る
入
定
塚
の

2つ
の
塚
群
を
村
の
境
界
線
と
定
め
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
こ
れ
は
築
造

後
に
境
界
線
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。平
尾
十
三
塚
は
入

定
塚（
15
36
年
築
造
）と
同
時
期
に
築
か
れ
、供
養
塚
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の

考
え
も
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
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